
JP 2006-144231 A5 2007.7.5

【 公 報 種 別 】 特 許 法 第 １ ７ 条 の ２ の 規 定 に よ る 補 正 の 掲 載
【 部 門 区 分 】 第 ４ 部 門 第 １ 区 分
【 発 行 日 】 平 成 19年 7月 5日 (2007.7.5)
　
【 公 開 番 号 】 特 開 2006-144231(P2006-144231A)
【 公 開 日 】 平 成 18年 6月 8日 (2006.6.8)
【 年 通 号 数 】 公 開 ・ 登 録 公 報 2006-022
【 出 願 番 号 】 特 願 2004-331586(P2004-331586)
【 国 際 特 許 分 類 】
                        Ｅ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ Ｆ   13/073    (2006.01)  13/073    (2006.01)  13/073    (2006.01)  13/073    (2006.01)  13/073    (2006.01)  13/073    (2006.01)  13/073    (2006.01)  13/073    (2006.01)
                        Ｅ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ ＦＥ ０ ４ Ｆ   19/04     (2006.01)  19/04     (2006.01)  19/04     (2006.01)  19/04     (2006.01)  19/04     (2006.01)  19/04     (2006.01)  19/04     (2006.01)  19/04     (2006.01)
【 Ｆ Ｉ 】
   Ｅ ０ ４ Ｆ   13/08    １ ０ １ Ｑ
   Ｅ ０ ４ Ｆ   19/04    １ ０ １ Ｄ
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 5月 22日 (2007.5.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う に す る こ と に よ り 出 隅 部 材 は 、 出 隅 部 材 本 体 に 可 動 部 材 を 嵌 合 さ せ た 状 態 で 、
こ れ ら 二 部 材 の 裏 側 に 折 り 曲 げ の た め の 切 込 み が 形 成 さ れ る 。 こ の 切 込 み 位 置 で 出 隅 部 材
を 折 り 曲 げ る こ と が で き る 。 こ の と き 、 舌 状 片 を 嵌 合 部 の 前 面 か ら 内 側 に 位 置 さ せ て 、 ま
た は 嵌 合 部 の 前 面 よ り 内 側 に 位 置 さ せ て 内 側 方 向 に 向 っ て の で 、 出 隅 部 材 を 折
り 曲 げ た と き に 折 り 曲 げ 部 分 に お い て 舌 状 片 は 互 い に 干 渉 す る こ と な く 、 互 い に 重 な り 合
っ て 折 り 曲 げ ら れ る 。 さ ら に 、 舌 状 片 は 嵌 合 部 に 延 在 す る の で 、 嵌 合 部 を 出 隅 部 材 本 体 に
対 し て 下 方 に ス ラ イ ド す る こ と に よ り 舌 状 片 を 床 面 に 当 接 さ せ る こ と が で き 、 壁 や 建 具 の
下 端 と 床 面 と の 間 の 隙 間 を 単 純 な 構 造 で 覆 う こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に す る こ と に よ り 、 出 隅 部 材 本 体 に 可 動 部 材 を 嵌 合 し た 状 態 で 、 こ れ ら 二 部 材
の 裏 側 に 折 り 曲 げ の た め の 切 込 み が 形 成 さ れ る 。 こ の 切 込 み の 切 口 に 接 着 剤 を 塗 布 し た 後
折 り 曲 げ て 出 隅 の 角 度 に 適 合 す る よ う に 形 成 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 出 隅 部 材 本 体 と
可 動 部 材 と の 可 動 面 に 接 着 剤 が 付 着 し な い よ う に の で 、 可 動 部 材 は 出
隅 部 材 本 体 に 対 し て 上 下 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 可 動 部 材 を 下 方 に ス ラ
イ ド さ せ て 、 そ の 下 端 が 床 面 に 当 接 す る よ う に す る こ と に よ り 壁 や 建 具 と 床 面 と の 間 の 隙
間 を 隠 す こ と が で き 、 出 隅 部 材 の 施 工 が 簡 便 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】

形 成 さ れ る

接 着 剤 が 塗 布 さ れ る



　 さ ら に 、 出 隅 部 材 本 体 ２ と 可 動 部 材 １ ０ と の 可 動 面 に 接 着 剤 が 付 着 し な い よ う に
の で 、 可 動 部 材 １ ０ は 出 隅 部 材 本 体 ２ に 対 し て 上 下 方 向 に ス ラ イ ド 可 能 で あ

る 。 し た が っ て 、 可 動 部 材 １ ０ を 下 方 に ス ラ イ ド さ せ て 、 そ の 下 端 が 床 面 ２ ９ に 当 接 す る
よ う に す る こ と に よ り 壁 や 建 具 と 床 面 と の 間 の 隙 間 を 隠 す こ と が で き る 。
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